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図1 日本着の石炭価格の推移
(資料)日本エネルギー経済研究所/EDMC,『エネルギー経済統計要覧』
(注)価格は一般炭換算の名日値。一般炭換算に用いた熱量は,原油 :9,250 kca/L,C重油 :9,800 kca1/L,








































































































































































































1972     1976     1980     1984     1988     1992     1996     2000
図3 主要国の涯青炭入着 CIF価格

































































































































































































































































































































































































































0.801 1.000 -0.654 0.915 0.271 -0.857 0.859
石炭可採年
数





0.915 -0.669 1.000 0.151 -0.908 0.791
原油価格 0.487 0.271 -0.175 0.151 1.000 0.145 0.326
在庫率 -0.495-0.857 0 572 -0.908 0.145 1.000 -0.681





































































































































Rc=/(鳥ι,鳥π)      (3.6)
③原料炭FOB価格
























































































































口生産コスト  Z資源レント  ロ原油価格  □市場の需給  口その他
石炭平均FOB価格(右軸⇒)
資源の価格形成モデル ー 石炭のケースー





















































































































and Energy Union(CF:MEU))は, それがオー
ストラリア炭の価格低下をもたらしたとして,連邦
政府のオーストラリア競争・消費者委員会 (Aus‐
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言己号 PCLFOBAD PASCFOBAD PttЮBAI) OILUD EXRAU  P   CLPRA CCEXA SCEXA CLRES CLINVA LIVINT
変数名 石炭平均価格一般石炭価格原料炭価格原油価格 為替レー トGDPデフレータ石炭生産量 原料炭輸出量一般炭輸出量石炭埋蔵量 石炭在庫 従業者数











































































































































































































































































































































備考 d g hb      c
くデータ出所およびデータ加工に関する注〉






e 石炭生産量,輸出量はJoint Coal Board,4む
`4α
滋 助 ″ εοα′S″軌構 を優先したが,一部ABAREデータで補完した。ABARE,
ス俗′″′滋πE″´智y‐〃αZ滋′D υ´′′οり″ο″お α″″ P ο´ノ′´″ο″sめ2θI`―ヱ5。
f 石炭埋蔵 量 は WECが発表 して い る資源調査報告 を基礎 と し,「涯青炭・亜渥青炭 」 を計上 した。報 告の無 い年 につ いては等差補完
し, また最新年 につ いては BP‐Amoco統計 でつ なげた。g 石炭在庫は,1960年の在庫を年間生産量の1か月分と仮定し,後年は {生産―(国内消費+輸出)}を在庫変動分として累積計算し
た。
h 従業者の数は,Joint Coal Board資料をオリジナルとし,Productivity COmmissiOn,T力′4な′″′●″β″″ COα′′″滋″η RψO″
のデータを用いた。ただし,1980年以前と1998年以降は,OECD,ιαbογ Eογ
`′
S″厖″εsで補完した。
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